
国
内
で
は
長
期
戦
の
覚
悟
が
叫
ば
れ
、
ガ
ソ
リ
ン
・
綿
製
品
が
不
足
を
告
げ
て
、
戦

争
の
影
響
が
国
民
生
活
を
圧
迫
し
た
。

「
ガ
ソ
リ
ン
の
一
滴
は
血
の
一
滴
」
と
い
う
、
標
語
な
ど
が
盛
ん
に
叫
ば
れ
た
し
、

「
賛
沢
は
敵
だ
」
の
大
看
板
に
書
か
れ
た
標
語
が
、
東
京
銀
座
に
掲
げ
ら
れ
た
り
し

し
か
も
、
陸
軍
は
革
新
官
僚
と
結
ん
で
、
総
力
戦
を
完
成
す
る
た
め
に
は
議
会
の

存
在
を
事
実
上
否
認
す
る
「
国
家
総
動
員
法
」
を
無
理
や
り
成
立
さ
せ
た
。

陸
軍
部
隊
は
、
華
北
、
華
中
の
双
方
か
ら
中
国
中
央
軍
を
醗
滅
さ
せ
る
作
戦
を

立
て
た
が
失
敗
し
、
更
に
揚
子
江
を
遡
り
武
漢
三
鎮
攻
筆
が
実
行
さ
れ
、
こ
れ
を

占
領
し
た
が
、
国
民
政
府
は
屈
服
し
な
か
っ
た
。

昭
和
十
三
年
、
日
中
戦
争
は
、
当
時
『
シ
ナ
事
変
』
と
呼
ば
れ
、
南
京
が
陥
落
す

れ
ば
、
間
も
な
く
片
が
つ
く
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

満
洲
事
変
・
上
海
事
変
・
す
べ
て
『
事
変
』
で
あ
る
以
上
、
本
格
的
な
戦
争
に
深
入

り
す
る
お
そ
れ
は
な
い
と
い
う
の
が
、
一
般
庶
民
の
常
識
と
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
十
三
年
（
１
９
３
８
年
）
に
入
っ
て
も
戦
火
の
消
え
る
き
ざ
し
は

全
く
な
か
っ
た
。

近
衛
内
閣
は
「
蒋
介
石
政
権
を
相
手
に
せ
ず
」
と
声
明
し
て
、
自
ら
の
戦
争
相
手

を
否
認
し
た
。

石
油
の
一
滴
は
血
の
一
滴

た
宴
こ
の
標
語
の
、
賛
沢
は
敵
だ
の
、
敵
の
上
に
「
す
」
の
字
を
書
き
込
ん
だ
豪
傑
が
い

た
そ
う
な
。

、
三
：
○

１
叩
ｖ

窮
屈
な
庶
民
は
頭
に
き
て
一
賛
沢
は
素
敵
だ
」
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

当
時
犯
人
を
、
憲
兵
隊
が
血
眼
に
な
っ
て
捜
し
た
と
聞
い
た
が
、
結
果
は
知
ら
な
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『
ガ
ソ
リ
ン
の
一
滴
は

血
の
一
滴
」

の標
語
は
「
世
界
に
誇

る
」
木
炭
を
焚
い

て
走
る
、
木
炭
バ
ス

が
、
代
行
で
走
る
よ
う

に
な
っ
た
。

坂
道
に
来
る
と
、
う

ご
か
な
く
な
り

み
ん
な
で
押
し
た

そ
う
だ
。
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